
【説　明】
　にしなすケアネットの母体は、平成 29 年に設立された、住民を中心に多職種

が協働する『地域ケア会議』。誰もが住み慣れた地域で自分らしく安心して暮ら

せるよう、住まい・医療・介護・生活支援等の地域課題を一体的に話し合ってい

ます。

　住みやすい地域にするためのサービスや活動を考え、話し合って活動する『協

議体』の機能を持つところが、にしなすケアネットの特色です。

　以下は、参加者の思いから生まれた『あったらいいなをやってみた』活動です。

　　　　『あったらいいなをやってみた』活動

　　　　　・オレンジドアにしなす（認知症当事者の会）

　　　　　・あおぞらのいす（ひきこもり支援の会・相談会）

　　　　　・ヤングケアラー協議会

　　　　　・交通問題を考える会

　　　　　・こども夢くらぶ（子ども食堂）

　　　　　・SDGs 勉強会

　　　　　・認知症 VR 体験講座

　　　　　・ゲートキーパー養成講座　　　　　等々

　コロナ禍においてもオンラインを活用し、歩みを止めない『にしなすケアネット』。

　『あったらいいなをやってみた』を胸に、これからも走り続けていきます。
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